
【３年生の保護者へ】

２年４ヶ月の間、様々な面で

のご理解・ご協力、ありがとう

ございました。瀬戸旭地区３位

というこれまでの最高成績を収

めることができましたが、子ど

もたちが望んでいた愛日大会出

場は叶いませんでした。しかし、

必死にボールをつなぎ、何度も

何度も拾い続ける姿・ベンチや

観客席から必死に応援する姿

は、先生だけでなく見ている人

の心を打ちました。

これで中学校バレーは終わり

になってしまいますが、この２

年４ヶ月で学んだこと・経験し

たことを、これからの生活の中

で生かしていってほしいと思い

ます。またお時間が

あれば、いつでも体

育館に足を運んでい

ただきたいと思いま

す。ありがとうござ

いました。

【下級生にできること】

３年生の最後のバレーノート

の一部です。残された２年生・

１年生は、この文章から何を感

じ、どう生かしていくか。本当

の 恩 返 し は 、

こ れ か ら の あ

な た た ち の 行

動です。
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３年生が残してくれたもの！
「ここまで頑張ってこれたのは、仲間のおかげ。」

「家族の支えがあったらからこそ、これまで続

けることができた。」

｢何度も辞めたいと思ったこともあったが、最後

まで続けてよかった。｣

｢愛日大会には出場できないけど、悔いはない。」

｢女子バレー部に入部してよかった。辛いことも

たくさんあったけど、いろいろな面で成長す

ることができた。｣

｢３年生・２年生・１年生、応援してくれる人み

んなで“全員バレー”をすることができた。」

「どんなことでも一生懸命やる

ということが大切だと思った。

受験に向けても一生懸命取り

組んでいきたい。」

「叱られた時に素直になれない

自分がいた。でも今は、先生

の気持ちが分かる。叱ってもらってよかった。」

「なかなかまとまることができなかったチーム

が、最後は一つになることができたと思う。

東中女子バレー部員として、みんなと一緒に

戦えたことに感謝。」

「何度も挫折を味わい、何度も辞めようと思っ

たけど、辞めなくてよかった。最後はとても

楽しくプレーすることができた。」

「バレー部での生活は、私にとってかけがえの

ない時間で、私をとても成長させてくれた。」

「自分のやってきたことは無駄じゃなかったと

最後に思えてよかった。」


